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　パレスチナYWCAの呼びかけに応え、フィジー、

ペルー、ヨルダン、ブラジル、ガイアナ、デン

マーク、ノルウェーなど世界各地のYWCAが、ガザ地区の戦闘

での犠牲者を追悼し、平和を求めるキャンドル・ビジルを、１月８日に

行いました。　

　日本でも各地YWCAが、イスラエルに対して即時停戦・ガザ地区の封鎖の解

除・占領の中止を求める活動を行ってきました。１月８日、沖縄YWCAは、キリ

スト教センターでキャンドル祈祷会を行い、そこに集まった人に呼びかけ、次の行

動を相談しました。東京YWCA武蔵野センターも祈祷会を開催。大阪YWCAは阪

急梅田HEP前にてサイレントアピールを実施。京都YWCAでは三条河原町のアー

ケード入口で、キャンドル・ビジルを行いました。神戸YWCAも、JR三宮駅で「イ

スラエルはガザ市民を殺すな！まちかどアピール」を行い、ガザ市民の虐殺に抗議

するチラシを配布。また長崎YWCAは１月９日に反核座り込みの後、ガザへの軍

事攻撃中止の申し入れを他団体と共に市政記者室で発表しました。平塚YWCAは

１月１５日、平塚駅に集合し、パレスチナ　ピースウォークを実施しました。

２００８年度中高YWCA顧問研修会＆総会報告

歴史を通して今を見る－キリスト教学校のルーツを探る
　

　２００８年度中高YWCA顧問研修会が、横浜YWCAと横浜山手の214番館（横浜共立学園中

学校・高等学校付属施設）で29名が参加して開催された。今回は２００９年がプロテスタン

ト宣教１５０周年ということもあり、テーマに「歴史を通して今を見る－キリスト教学校の

ルーツを探る」という主題を掲げた。１日目は横浜の４学校（フェリス・横浜共立・捜

真・横浜英和）の創立から戦中までの歴史の紹介をいただき、それぞれの学校の設立時の

目的、また信仰によって遣わされた宣教師や支えた人々の姿に思いを馳せた。特に禁教令

下における創立と訓令第１２号（＊註）、関東大震災とその後の学校間の協力体制、戦前戦

後の苦難の中にあって祈りつつ信仰を生き、希望を失わず、なお限られた環境の中で創意

工夫と懸命な努力をなし、大胆な決断を持って世に問題を提起しながら現在の学校の礎を

築かれたことは心に響いた。

　また、２日目は朝の祈りの時を酒井薫さん（宮城学院中高YWCA顧問）のメッセージ

によって豊かに与えられ、その後寒風のなか山手の教会群をめぐり、宣教師とゆかりの深

いユニオンチャーチにおいて居留地時代からの教会の歩みをうかがい、山手の歴史を天野

昭一さん（元捜真小学校校長）にご案内いただきながら、外国人墓地を巡った。午後は総

会を行い、久保義宣さん（日本キリスト教会東京中央伝道教会牧師・横浜共立学園理事

長）から主題講演としてキリスト教学校の背景となる幕末明治にいたる宣教の歴史とその

後キリスト教学校において宣教師が果たした役割を明らかにしていただいた。中でも生徒

たちにとって宣教師たちの信仰による人格そのものが生徒の人間像の憧れであり、目標で

あったはずであり、生ける信仰の証であったと話された。さらに私学としてのキリスト教

学校が陥りやすい閉塞状況・自己完結を回避する唯一の突破口は神との関係に開いている

こと、すなわち学校礼拝の基である教会と揺るがない関係の中に結ばれることの重要性を

説かれた。礼拝する学校、礼拝を通して神と人とに開かれた存在であることを踏まえ、キ

リスト教学校の教育目標に教会の多様な枝に連なる使命を明確にしていただいた。そして、

その中にキリスト教学校とYWCAの存在を位置づけて下さり、双方の連帯の意味をいよ

いよ明確にされ、絆を深める思いであった。

　３日目の聖書研究では一色義子さん（恵泉女学園理事長）に聖書研究をお願いした。北

米を中心としたキリスト教女性史を紹介していただき、中高YWCAの導入に尽力された

河井道の思いを伝えてくださった。学Y・中高Yの発足を切望なさり、尽力されたのは留

学中の河井道が全米のカレッジYのシルバーベイでのカンファレンスに参加したことが

きっかけであったと話された。そこに集うYWCAの女学生たちが互いに喜び、真剣に心

を傾け合い、支え合う姿に神の世界に属する者たちであることに目覚めていると驚きを覚

えられたことにあったと知らされた。そこで河井が当時受けた日本の教育が利己的な競争

心にあることを痛感し、日本の立身出世主義ではなく、このYWCA精神をキリスト教学

校に根付かせ、国際平和の精神の源として位置づけようとなさったとうかがうことが出来

た。〈汝の光を輝かせよ〉というとき、この光が神の光であり、神の愛の光によって、私

たちが赦されて光り、主イエスの御言葉のとおり、〈互いに愛し合いなさい〉を託された

弟子として生きることができると力強く示され、勇気を与えられた。

　顧問総会では学校（中高）YWCAの加盟条件などについて検討し、新しい中高YWCAの

道を開くために課題として考慮すべき内容を提案、決議した。閉会礼拝にて、野田美由紀

さん（フェリス女学園中高YWCA顧問）より、イザヤ書の平和の提言ともいいうるメッ

セージで中高Yの使命を互いに心に留め、祈りをもって締めくくった。

横浜共立学園中高YWCA顧問　郡司啓子
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 ２００９年１月１９日
内閣総理大臣　麻生太郎　様

要望書
ソマリア沖への海上自衛艦の派遣に反対し、平和憲法の精神に立つ

国際貢献を求めます
　

　１月１６日夜、麻生太郎首相は、政府・与党が海賊対策を口実に東アフリカ・ソ
マリア沖へ海上自衛隊を派兵させる新法などを協議していることについて記者団から問
われ、海賊対策に関する１月２０ 日の与党会合で合意が得られ次第、自衛隊法に基
づく海上警備行動として海上自衛艦を派遣する考えであることを示しました。私たち日
本YWCAは、以下の理由により海上自衛艦のソマリア沖への派遣に強く反対します。
１．国会議員の中には、海洋法に関する国際連合条約第１００ 条及び第１１０ 条で、
公海上で軍艦が海賊船を臨検する権利を認められていることを理由にあげ、自衛隊
派兵の正当性を主張する声もあります。しかし、国内法である自衛隊法は「専守防
衛」を前提として立法化されたものであり、その主旨から逸脱します。そして、海賊
行為の阻止を大義名分に、武器を搭載し、正当防衛・緊急避難のための武器使
用を可能とする自衛艦の派遣は、明らかに日本国憲法第９条に違反します。
２．自衛隊法第８２ 条の拡大解釈、また現在検討されているという新法は自衛隊の海
外派兵恒久法の制定へとつながるものであり、絶対認めることはできません。
３．海賊は組織犯罪であり、それに対応するのは海の警察である海上保安庁である
べきで、自衛隊ではありません。日本には、かつてマラッカ海峡で多発した海賊行
為を海上保安庁が中心になった訓練支援や情報共有・技術提供などで沈静化させ
た実績があり、ソマリア沖においても、海上保安庁が周辺国への技術支援などで
貢献すべきだと考えます。
４．日本政府は、ソマリア沖の「海賊」を生み出す要因、つまり、ソマリア国内の
長引く内戦による無政府状態、人々の疲弊と貧困、それを推し進めている先進国に
よる武器輸出や日本を含む先進国の「アフリカの角」と呼ばれる海域での漁業資
源の乱獲、さらにヨーロッパなどの廃棄物投機の実態を日本の市民に知らせ、今、
ソマリアの市民が一番必要としている、平和と生活の安定を回復するために、和平
プロセスを構築するためのイニシアティブを率先してとるべきです。
　
　日本YWCAは、日本政府に対して、日本国憲法第９ 条を遵守し、ソマリア沖へ海
上自衛艦を派遣する方針を直ちに撤回し、平和憲法の精神に立つ国際貢献を検討し
実行することを再度強く要望いたします。
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日本YWCAの使命（ミッション） 
イエス・キリストに学び、共に生きる世界を実現する 
世界の人 と々共に人権・平和・環境の問題に取り組む 

第29総会期主題 
平和を実現する人々は幸いである－マタイによる福音書5章9節 

日本YWCAビジョン2015
（1）非核・非暴力による平和を構築する　 
　  ・平和憲法をまもり、世界に広める 
　  ・市民レベルで東北アジアの信頼関係を築く 
　  ・女性と子どもの権利をまもる 
　  ・パレスチナYWCAの活動を支援する 
（2）若い女性のリーダーシップを養成する 
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「
男
が
決
め
る
と
、
世
界
は
ケ
ン
カ
ば
か
り
す
る
」
こ

の
ポ
ス
タ
ー
、
ご
記
憶
で
し
ょ
う
か
。
二
人
の
女
の
子
が

ま
じ
ま
じ
と
こ
ち
ら
を
見
つ
め
る
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の
ポ
ス
タ
ー

で
す
。
私
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
し
て
い
る
立
命
館

大
学
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
平
和
創
造
コ
ー
ナ
ー
で
、

Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の
紹
介
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
挑
戦
的
で
、

あ
る
抵
抗
感
も
あ
り
な
が
ら
、
私
に
は
、
戦
後
一
時
期
の

経
験
か
ら
甦
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

私
は
新
制
闍
校
１
回
生
。
京
都
の
駐
留
軍
が
打
ち
出
し

た
「
高
校
三
原
則
」
の
一
つ
が
男
女
共
学
で
し
た
。
私
た

ち
は
時
代
の
動
き
の
ま
ま
受
け
い
れ
て
い
ま
し
た
が
、
職

員
会
議
で
は
反
対
の
声
も
…
と
き
こ
え
て
き
ま
し
た
。
そ

の
背
景
を
少
し

─

。
食
糧
も
衣
料
も
乏
し
い
中
で
、
校
長

先
生
は
「
子
ど
も
た
ち
は
学
ぶ
こ
と
に
飢
え
て
い
る
」
と
、

九
死
に
一
生
を
得
て
復
員
し
て
こ
ら
れ
た
若
い
学
究
を
、

礼
を
尽
し
て
迎
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
先
生
方
の
見

解
。「
男
性
が
リ
ー
ド
し
た
こ
の
大
戦
は
、
世
界
中
を
人

間
不
信
に
お
と
し
い
れ
た
。
こ
れ
か
ら
立
て
直
す
世
界
は
、

女
性
が
リ
ー
ド
し
て
、
人
間
の
信
頼
を
回
復
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
女
子
教
育
の
使
命
は
大
き
い
」

そ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

今
か
ら
思
え
ば
そ
の
記
憶
が
、
後
に
参
加
し
た
Ｙ
Ｗ
Ｃ

Ａ
の
活
動
に
潜
在
的
に
つ
な
が
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

い
ろ
ん
な
市
民
運
動
に
�
人
間
と
し
て
�
関
わ
る
中
で
、

女
性
団
体
は
な
ぜ
必
要
か
、
改
め
て
思
い
ま
し
た
。
人
間

の
営
み
の
男
性
性�
に
対
す
る
女
性
性�
の
尊
重
。
そ
れ
は
、

ハ
ン
デ
ィ
を
持
つ
人
々
、
途
上
国
の
人
々
に
も
通
ず
る
弱

者
と
さ
れ
た
者
の
持
つ 
勁 
さ
が
、
新
し
い
世
界
を
拓
く
、

つ
よ

と
い
う
展
望
を
持
っ
て
、
手
を
結
ぼ
う
と
す
る
集
団
だ
と

思
い
ま
す
。
従
来
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
構
造
で
は
見
え
な
い

世
界
を
、
ま
っ
た
く
水
平
な
�
お
互
い
�
を
、
私
た
ち
Ｙ

Ｗ
Ｃ
Ａ
は
〈
キ
リ
ス
ト
教
基
盤
・
国
際
・
女
性
〉
の
ト
ラ

イ
ア
ン
グ
ル
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
探
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
女
性
性�
の
視
点
は
そ
の
歩
み
の
根
の
部
分
に
あ
っ
て
、

次
の
望
ま
し
い
世
界
を
内
発
的
に
探
る
私
た
ち
を
押
し
進

め
て
く
れ
る
と
信
じ
ま
す
。 

（
京
都
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
会
員
）

服
部　

素

男
性
性�

・
女
性
性　�
 

　２００８年１２月２７日から始まったイスラエル軍のパレスチナ自治区ガザへ

の攻撃は、病院や学校などへの空爆および市街地での戦闘で一般市民を

巻き込み、３週間でガザ地区の数千の家屋が破壊され、死者は１３００人以

上、そのうち４１０人が子どもで、負傷者は約５３００人にのぼりました（国連

人道支援調整室１月１９日報告）。国連は、イスラエルが非人道兵器である

「白リン弾（人体に触れると高温で燃え続け激しいやけどなどの原因とな

る）」を使用したことを強く非難しています。

　パレスチナの状況を理解するには、１９４８年にイスラエルが建国のため

にパレスチナ人を虐殺し、故郷から追放しパレスチナ難民が発生した経

緯、さらに１９６７年からのイスラエルによる占領支配に目を向ける必要が

あります。また、著しい非人道的状況を引きおこしてきた、２００７年以降

継続しているイスラエルによるガザの完全封鎖も見過ごし出来ない問題

です。現在停戦が伝えられていますが、大変不安定な状況にあり、この

地の平和の実現には、イスラエルによる封鎖解除と占領の停止が欠かせ

ません。私たちは問題の本質を

見る目を持ちたいものです。

　世界YWCAは、イスラエル

によるガザへの軍事攻撃を非難

する声明を出しました。その中

で、ニャラザイ・グンボンズバ

ンダ世界YWCA総幹事は、「常

に紛争の矢面に立たされるのは

女性です。ジェンダーを考慮し

た人道支援は、女性と子どもた

ちの特別なニーズを考慮すべき

です。多くの必要な救援活動を

可能にするため、ガザの封鎖は

直ちに解除されなければならな

い」と述べ、紛争の根本原因の

解決を通じてのみ達成し得るこ

の地域の真の平和と安全を要求

しています。

 （４面に関連記事掲載）

ミ
ラ
・
リ
ゼ
ッ
ク　

パ
レ
ス
チ
ナ
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
総
幹
事

　

こ
れ
は
な
ん
ら
目
新
し
い
物
語
で
は
な
く
、
こ
こ
何
十
年
も

に
わ
た
る
、
パ
レ
ス
チ
ナ
人
と
し
て
の
私
た
ち
の
生
活
の
物
語

そ
の
も
の
で
す
。　

年
以
上
の
間
、
私
た
ち
は
た
く
さ
ん
の
戦

６０

争
を
く
ぐ
り
ぬ
け
、
何
度
も
住
ま
い
を
追
わ
れ
、
自
分
の
家
や

愛
す
る
者
た
ち
を
何
度
も
失
い
、
と
り
あ
え
ず
持
て
る
も
の
だ

け
で
も
持
っ
て
い
ら
れ
る
よ
う
苦
闘
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ

と
を
何
度
も
繰
り
返
し
て
生
き
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
ガ
ザ
の
戦
争
に
つ
い
て
ユ
ニ
ー
ク
な
こ
と
は
、
悲
劇

の
起
こ
っ
て
い
る
場
所
と
時
間
だ
け
で
す
。
場
所
は
数
年
ご
と

に
変
わ
り
ま
す
が
、
標
的
は
ず
っ
と
変
わ
ら
ず
、
私
た
ち
の
子

ど
も
た
ち
・
女
性
た
ち
・
家
族
た
ち
な
の
で
す
。

　

１
９
４
８
年
に
は
、
そ
れ
は
ジ
ャ
ッ
フ
ァ
で
あ
り
ア
ッ
カ
で

あ
り
、
そ
の
他
の
パ
レ
ス
チ
ナ
の
各
地
で
し
た
。
同
じ
戦
争
の

か
ら
く
り
と
政
権
が
、
一
度
な
ら
ず
全
人
口
を
居
住
地
か
ら
追

い
出
し
、
パ
レ
ス
チ
ナ
人
は
近
隣
の
国
々
や
パ
レ
ス
チ
ナ
の
別

の
地
区
で
、
何
度
も
難
民
と
な
り
ま
し
た
。
１
９
４
８
年
、
イ

ス
ラ
エ
ル
軍
は
ジ
ャ
ッ
フ
ァ
を
車
で
乗
り
回
し
、
パ
レ
ス
チ
ナ

の
ア
ラ
ブ
人
に
「
爆
撃
と
砲
撃
を
始
め
る
前
に
家
を
離
れ
よ
」

と
ふ
れ
回
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
私
の
母
の
家
族
、
す
な
わ
ち

エ
ル
・
イ
ー
サ
ー
家
は
、
自
分
た
ち
の
家
や
思
い
出
、
子
ど
も

時
代
、
持
ち
も
の
の
す
べ
て
を
置
い
て
、
１
９
４
８
年
に

ジ
ャ
ッ
フ
ァ
を
後
に
し
ま
し
た
。
母
は
結
婚
し
た
ば
か
り
で
し

た
が
、
す
べ
て
の
結
婚
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
自
分
で
刺
し
た
刺
繍
の

数
々
を
永
遠
に
失
う
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
知
ら
ず
、
そ
れ
ら
を

置
い
て
出
て
い
き
ま
し
た
。

　
 
今
日
、
世
界
は
い
ま
だ
沈
黙
の
う
ち
に
こ
の
ガ
ザ
に
お
け

る
戦
争
を
見
つ
め
、
い
ま
だ
真
実
を
見
る
こ
と
を
拒
ん
で
い
ま

す
。
今
日
ガ
ザ
で
起
き
て
い
る
こ
と
は
私
た
ち
に
と
っ
て
、
イ

ス
ラ
エ
ル
の
占
領
が
今
も
そ
の
全
盛
期
で
あ
り
、
占
領
下
に
は

平
和
も
正
義
も
あ
り
得
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
強
烈
に
思
い
起

こ
さ
せ
る
も
の
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
、
何
百
人
も
の
ガ
ザ
の
人
々
が
殺
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
・

女
性
た
ち
も
犠
牲
に
な
っ
て
い
ま
す
。
家
族
全
員
が
虐
殺
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
フ
ァ
イ
エ
ズ
・
ダ
ヤ
ー

の
家
族
は
、
ジ
ャ
バ
リ
ア
の
自
宅
が
Ｆ　

ロ
ケ
ッ
ト
に
よ
っ
て

１６

破
壊
さ
れ
、
瓦
礫
の
下
に
消
滅
し
ま
し
た
。　

歳
の
祖
父
で
あ

６５

る
フ
ァ
イ
エ
ズ
・
ダ
ヤ
ー
は
、
家
族
を
救
い
た
い
一
心
で
、
砲

撃
が
始
ま
っ
て
も
ジ
ャ
バ
リ
ア
の
家
の
屋
根
の
下
に
子
ど
も
や

孫
全
員
を
留
め
置
こ
う
と
し
ま
し
た
。
家
は
破
壊
さ
れ
、
家
族

　

人
全
員
が
瓦
礫
の
下
に
埋
ま
り
、
救
助
隊
や
近
所
の
人
々
が

２５彼
ら
の
遺
体
や
彼
ら
の
遺
し
た
何
ら
か
の
破
片
を
掘
り
出
す
の

に
２
日
か
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

今
皮
肉
な
の
は
、
ガ
ザ
で
虐
殺
さ
れ
、
住
ま
い
を
追
わ
れ
、

貧
困
に
追
い
や
ら
れ
て
い
る
罪
な
く
無
防
備
な
子
ど
も
た
ち
・

女
性
た
ち
・
一
般
市
民
が
、
人
権
宣
言
を
発
布
し
、
あ
る
い
は

支
持
し
て
い
る
国
連
と
諸
国
政
府
に
よ
っ
て
あ
る
決
定
が
下
さ

れ
る
の
を
今
も
待
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、
果

た
し
て
ガ
ザ
の
子
ど
も
た
ち
が
、
生
存
し
、
食
べ
、
学
校
に
行

き
、
平
和
の
う
ち
に
暮
ら
す
と
い
う
よ
う
な
諸
権
利
を
も
つ
こ

と
が
可
能
か
ど
う
か
、
と
い
う
決
定
で
す
。

　
 
神
よ
、
私
た
ち
無
防
備
な
民
を
あ
わ
れ
ん
で
く
だ
さ
い
。

あ
あ
神
よ
、
ど
う
か
私
た
ち
の
子
ど
も
た
ち
が
生
命
と
真
理
の

光
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
彼
ら
を
こ
の
野
蛮
な
戦
争
か

ら
救
っ
て
く
だ
さ
い
。
神
よ
、
助
け
て
く
だ
さ
い
、
世
界
に
真

実
を
示
し
、
私
た
ち
が
破
壊
で
な
く
平
和
と
正
義
の
た
め
に
働

け
る
よ
う
助
け
て
く
だ
さ
い
。
あ
あ
神
よ
、
私
た
ち
が
希
望
と

尊
厳
を
失
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
、
私
た
ち
に

は
そ
れ
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
す
か
ら
。
私
た
ち
の
子
ど

も
た
ち
は
、
こ
の
世
界
の
他
の
子
ど
も
た
ち
同
様
に
、
よ
り
よ

い
人
生
を
送
る
に
値
し
ま
す
。
あ
あ
神
よ
、
私
た
ち
が
す
べ
て

の
人
に
よ
り
よ
い
人
生
を
創
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
勇

気
と
知
恵
を
与
え
て
く
だ
さ
い
。 

（
２
０
０
９
年
１
月　

日
）

１０

 

（
翻
訳
協
力

：

雀
部
真
理
）

イ
ス
ラ
エ
ル
軍
に
よ
る
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

ガ
ザ
の
女
性
と
子
ど
も
た
ち
の
緊
急
支
援
募
金
の
お
願
い

日
本
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
は
ガ
ザ
の
女
性
と
子
ど
も
の
食
糧
・
医

薬
品
・
生
活
支
援
の
た
め
の
緊
急
募
金
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

募
金
振
込
先

：

郵
便
為
替　

０
０
１
７
０
‐
７
‐
２
３
７
２
３

「
日
本
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
」

＊
振
込
用
紙
の
通
信
欄
に
「
ガ
ザ
の
女
性
と
子
ど
も
支
援
募

金
」
と
お
書
き
く
だ
さ
い
。

日本YWCAはじめ１２のNGOが呼びかけ、１月１０
日（土）東京芝公園付近で行われたピースパ
レード「ガザに光りを！」には１５００人が参加。
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「
も
う
美
辞
麗
句
は
い
り
ま
せ
ん
。

行
動
す
る
こ
と
こ
そ
、
美
し
い
の
で

す
」。　

カ
国
延
べ
３
５
０
０
人
の

１７０

参
加
者
、　

名
以
上
の
青
少
年
が
集

３００

ま
っ
た
会
議
最
終
日
の
朝
、「
国
際

協
力
の
た
め
の
戦
略
」
と
い
う
テ
ー

マ
の
パ
ネ
ラ
ー
の
一
人
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
Ｆ
イ
ノ
チ
ェ
ン
テ
ィ
研
究
所
所
長

の
マ
ル
タ
・
サ
ン
ト
ス
・
パ
イ
ス
さ

ん
の
言
葉
が
リ
オ
・
セ
ン
ト
ロ
会
議

場
に
響
き
ま
し
た
。
パ
イ
ス
さ
ん
は

人
権
法
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
し
て
子

ど
も
の
権
利
条
約
と
付
随
す
る
２
つ

の
議
定
書
の
草
案
作
り
を
は
じ
め

数
々
の
国
際
人
権
基
準
策
定
に
関

わ
っ
て
き
た
方
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
新
し
い
技
術

の
急
速
な
発
展
を
背
景
に
し
て
世
界

中
に
広
が
る
子
ど
も
と
青
少
年
の
性

搾
取
と
い
う
問
題
に
対
し
て
�
具
体

的
�
に
ど
う
闘
っ
て
い
く
の
か
。
パ

イ
ス
さ
ん
の
思
い
は
さ
ま
ざ
ま
な
ス

ピ
ー
カ
ー
の
言
葉
の
端
々
に
、
成
果

文
書
の
リ
オ
協
定
の
中
に
共
有
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

進
歩
と
課
題

　
「
関
連
す
る
国
際
法
や
国
内
法
が

発
展
し
、
性
搾
取
の
被
害
の
防
止
、

被
害
を
受
け
た
子
ど
も
の
保
護
や
回

復
支
援
、
社
会
へ
の
子
ど
も
の
再
統

合
、
政
府
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
と
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
も
進
展
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
こ
と
を
皆
さ
ん
と
共
に
祝

福
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

私
た
ち
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

世
界
に
広
が
る
子
ど
も
の
性
搾
取
を

や
め
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

情
報
技
術
は
私
た
ち
の
生
活
を
革
命

的
に
変
え
ま
し
た
。
け
れ
ど
、
悲
し

い
こ
と
に
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
子
ど
も

を
性
的
に
搾
取
す
る
間
違
っ
た
手
段

と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
技

術
や
交
通
手
段
の
発
展
に
よ
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
は
世
界
中
の
性
搾
取
者

の
標
的
に
さ
れ
て
い
ま
す
」。

　

こ
れ
は
全
体
会
議
で
の
ア
ミ
ハ

ン
・
ア
ブ
エ
バ
国
際
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｔ
会

長
（
当
時
）
の
言
葉
で
す
。

　

ア
ブ
エ
バ
さ
ん
は
、
お
金
や
所
有

に
何
よ
り
も
価
値
を
置
く
考
え
方
や

父
権
制
に
根
ざ
し
た
差
別
が
性
的
搾

取
を
正
当
化
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
交
通
手
段
の
発
展
と
結
び
つ
い
て

子
ど
も
た
ち
の
性
搾
取
被
害
の
リ
ス

ク
を
か
つ
て
な
い
ほ
ど
高
め
て
い
る

と
述
べ
、
各
国
が
法
律
を
作
る
だ
け

で
な
く
そ
の
実
効
性
を
高
め
る
こ
と

の
重
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

イ
ン
ド
の
事
例

　

会
議
で
イ
ン
ド
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
現

状
報
告
を
聞
き
ま
し
た
。

　
「
イ
ン
ド
で
は
子
ど
も
を
守
る
た

め
の
政
策
が
希
薄
な
ま
ま
観
光
が
発

展
、
国
に
よ
る
観
光
振
興
が
す
す
め

ら
れ
て
い
る
。
外
国
人
加
害
者
は
時

に
『
英
語
の
先
生
』『
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
』
と
偽
っ
て
子
ど
も
た
ち

に
近
づ
い
て
く
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
交
通
手
段
の
発
展
は
子
ど
も
ポ

ル
ノ
撮
影
者
に
ポ
ル
ノ
を
流
通
・
販

売
す
る
機
会
を
与
え
、
流
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
発
展
と
拡
大
を
促
進
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
技
術
発
展
は
子
ど

も
ポ
ル
ノ
の
売
り
手
・
セ
ッ
ク
ス

ツ
ー
リ
ス
ト
・
ペ
ド
フ
ァ
イ
ル
・
人

身
売
買
業
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強

め
、
ポ
ル
ノ
だ
け
で
な
く
子
ど
も
買

春
や
人
身
売
買
な
ど
他
の
性
的
搾
取

の
被
害
の
深
刻
化
を
招
い
て
い
る
。

イ
ン
ド
で
は
聖
地
巡
礼
が
重
要
な
観

光
部
門
だ
が
、
そ
こ
で
は
男
の
子
が

買
春
や
薬
物
乱
用
に
巻
き
込
ま
れ
た

り
、
レ
イ
プ
被
害
に
遭
う
な
ど
の
リ

ス
ク
が
高
い
。
し
か
し
イ
ン
ド
刑
法

で
は
同
性
愛
は
処
罰
の
対
象
と
さ
れ

る
た
め
事
件
は
報
告
さ
れ
ず
、
事
実

は
沈
黙
の
ベ
ー
ル
に
覆
い
隠
さ
れ
る
。

女
性
は
し
ば
し
ば
、
男
性
が
他
の
女

性
と
不
倫
を
す
る
よ
り
は
ま
し
だ
と

し
、
ま
た
他
の
女
性
を
買
わ
な
い
か

ら
と
男
の
子
へ
の
性
的
虐
待
を
黙
認

す
る
」。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の 

性
虐
待
イ
メ
ー
ジ
の
流
通

　

今
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
は

ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
発
展
、

デ
ー
タ
の
圧
縮
や
隠
蔽
保
存
技
術
の

ECPAT/STOP子ども買春の会　斎藤恵子

第３回子どもと青少年の性搾取に反対する世界会議報告
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発
展
な
ど
を
背
景
に
し
て
大
量
の
子

ど
も
虐
待
イ
メ
ー
ジ
が
出
回
っ
て
い

ま
す
。
被
害
に
あ
っ
た
子
ど
も
が
激

し
く
苦
悩
し
て
い
て
も
、
虐
待
デ
ー

タ
を
利
用
す
る
人
々
が
パ
ソ
コ
ン
操

作
で
簡
単
に
デ
ー
タ
を
コ
ピ
ー
し
て

ば
ら
撒
い
て
も
、
法
律
の
不
備
に
よ

り
加
害
者
を
取
り
締
ま
る
こ
と
は
な

か
な
か
で
き
ま
せ
ん
。

　

エ
ジ
ン
バ
ラ
大
学
で
臨
床
心
理
学

を
研
究
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

子
ど
も
の
虐
待
画
像
と
犯
罪
行
動
に

関
す
る
論
文
も
多
い
エ
セ
ル
・
ク

ウ
ェ
ー
ル
博
士
は
、「
子
ど
も
の
虐

待
を
描
写
し
て
い
る
も
の
は
ビ
ジ
ュ

ア
ル
に
限
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
�
子

ど
も
ポ
ル
ノ
�
か
ら
�
子
ど
も
を
虐

待
す
る
も
の
�M

aterials

（ 
        
）
と
い

う
用
語
に
移
行
す
べ
き
で
は
な
い

か
」
と
語
り
、「
バ
ー
チ
ャ
ル
で
あ

ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、
子
ど
も
を
虐

待
す
る
も
の
の
意
図
的
な
閲
覧
・
流

通
と
製
造
は
特
定
の
子
ど
も
だ
け
で

な
く
、
子
ど
も
全
体
に
対
す
る
犯
罪

で
あ
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

会
議
２
日
目
に
は
、
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｔ

／
ス
ト
ッ
プ
子
ど
も
買
春
の
会
も
日

本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
と
と
も
に
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
「
子
ど
も
と
青
少
年
に
関

わ
る
法
律
の
改
正
及
び
整
備
」
で
子

ど
も
ポ
ル
ノ
単
純
所
持
の
禁
止
を
含

め
た
「
子
ど
も
買
春
・
ポ
ル
ノ
禁
止

法
」
早
期
改
正
を
求
め
る
国
内
署
名

運
動
な
ど
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

リ
オ
宣
言
と
行
動
計
画

　

会
議
最
終
日
に
採
択
さ
れ
た
リ
オ

宣
言
・
行
動
計
画
の
ポ
イ
ン
ト
を
い

く
つ
か
挙
げ
ま
す
。

　

前
文
に
は
、「
子
ど
も
と
青
少
年

の
性
搾
取
は
子
ど
も
が
人
間
と
し
て

尊
重
さ
れ
る
権
利
を
侵
害
し
、
心
と

身
体
を
ば
ら
ば
ら
に
壊
し
て
し
ま
う

が
ゆ
え
に
絶
対
に
容
認
で
き
な
い
」

と
あ
り
、
本
文
で
は
問
題
に
関
す
る

共
通
認
識
、
取
り
組
み
の
た
め
の
法

的
枠
組
み
、　

年
ま
で
に
政
府
が
達

１３

成
す
べ
き
こ
と
（
独
立
し
た
子
ど
も

の
人
権
機
関
の
設
置
、
子
ど
も
の
性

虐
待
に
関
す
る
国
内
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
開
発
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
と
連
携

し
た
防
止
体
制
の
確
立
な
ど
）
が
具

体
的
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
ポ
ル
ノ
に
つ
い
て
は
、
定

義
の
明
確
化
、（
仮
想
の
画
像
や
性

的
搾
取
の
表
現
を
含
む
）
画
像
の
製

造
・
提
供
・
所
持
・
入
手
・
ア
ク
セ

ス
・
閲
覧
を
犯
罪
と
み
な
す
こ
と
、

子
ど
も
や
親
・
先
生
な
ど
へ
の
意
識

啓
発
、
教
育
の
重
要
性
、
犯
罪
防
止

に
向
け
て
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
支
援
が

盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
最
後
に
子
ど
も
・
若
者
参

加
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
充
実
し
て
い
た
こ

と
、
会
議
場
で
彼
ら
が
生
き
生
き
と

堂
々
と
語
る
姿
が
大
変
印
象
的
で

あ
っ
た
こ
と
を
付
記
し
ま
す
。

　

昨
年
の
３
月
に
、
日
本
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

は
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
や
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ａ

Ｔ
／
ス
ト
ッ
プ
子
ど
も
買
春
の
会
な

ど
と
共
に
、「
子
ど
も
ポ
ル
ノ
問
題

に
関
す
る
緊
急
要
望
書
」
の
署
名
活

動
を
開
始
し
、
約
１
カ
月
後
に
は
２

万
人
を
超
え
る
署
名
を
集
め
、
各
党

に
提
出
し
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、
政

府
・
国
会
に
対
し
て
は
、「
他
人
へ

の
提
供
を
目
的
と
し
な
い
児
童
ポ
ル

ノ
の
入
手
・
保
有
（
単
純
所
持
）
を

禁
止
し
処
罰
の
対
象
と
す
る
」
や

「
児
童
の
性
的
な
姿
態
や
虐
待
な
ど

を
写
実
的
に
描
写
し
た
動
画
・
マ
ン

ガ
・
ア
ニ
メ
な
ど
を
準
児
童
ポ
ル
ノ

と
す
る
」
な
ど
児
童
買
春
・
児
童
ポ

ル
ノ
禁
止
法
の
改
正
、
ま
た
被
害
を

受
け
た
児
童
の
保
護
の
体
制
整
備
な

ど
を
訴
え
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
昨
年
６
月
に
は
与

党
が
、
性
的
好
奇
心
を
満
す
た
め
の

単
純
所
持
を
処
罰
す
る
改
正
案
を
衆

議
院
に
上
程
し
、
民
主
党
も　

月
に

１１

は
「
有
償
ま
た
は
反
復
し
て
取
得
し

た
者
」
を
処
罰
す
る
改
正
骨
子
を
発

表
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
秋
か
ら

の
国
会
状
況
に
よ
っ
て
残
念
な
が
ら

協
議
も
開
か
れ
な
い
ま
ま
、
法
案
が

据
え
お
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

１
月
中
旬
に
、
日
本
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
は
じ

め
呼
び
か
け
団
体
の
代
表
が
、
引
き

続
き
集
め
た
約
９
万
３
千
人
余
の
署

名
簿
を
持
っ
て
各
党
政
調
会
長
を
訪

問
し
、
早
期
の
法
律
改
正
を
要
請
し

ま
し
た
。

●

　

憂
え
る
の
は
こ
う
し
た
間
も
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
子
ど
も
ポ

ル
ノ
や
子
ど
も
買
春
の
被
害
が
尋
常

で
な
い
速
さ
と
深
刻
さ
で
拡
散
し
て

い
る
こ
と
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
に
は
子
ど
も
ポ
ル
ノ
を
掲
載
し
た

掲
示
板
や
サ
イ
ト
な
ど
が
多
数
あ
り
、

検
索
す
れ
ば
実
に
簡
単
に
閲
覧
す
る

こ
と
も
入
手
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

子
ど
も
ポ
ル
ノ
は
被
写
体
と
さ
れ
た

子
ど
も
の
性
的
虐
待
だ
け
で
な
く
、

被
害
を
受
け
た
子
ど
も
に
対
す
る
脅

迫
の
道
具
と
し
て
も
利
用
さ
れ
る
危

険
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
ポ
ル
ノ
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
い
っ
た
ん
流

失
す
る
と
瞬
時
に
国
境
を
越
え
て
広

が
り
、
し
か
も
そ
の
回
収
が
極
め
て

困
難
な
た
め
、
ネ
ッ
ト
上
に
画
像
が

永
久
的
に
残
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

被
害
を
受
け
た
子
ど
も
は
成
人
に

な
っ
て
も
苦
し
み
続
け
る
と
い
う
重

大
な
二
次
被
害
を
も
た
ら
す
の
で
す
。

●

　

Ｇ
７
の
国
々
で
単
純
所
持
を
規
制

し
て
い
な
い
国
は
日
本
の
み
で
す
。

言
論
・
出
版
の
自
由
の
保
護
を
憲
法

修
正
第
１
条
に
定
め
、
法
執
行
の
冤

罪
・
悪
用
に
厳
し
い
米
国
で
も
、
子

ど
も
ポ
ル
ノ
は
例
外
と
し
て
単
純
所

持
ま
で
処
罰
し
て
お
り
、
被
害
児
童

が
実
在
し
な
い
性
的
虐
待
表
現
物
に

つ
い
て
も
規
制
し
て
い
ま
す
。
ド
イ

ツ
・
フ
ラ
ン
ス
も
単
純
所
持
処
罰
を
、

韓
国
・
台
湾
も
近
年
法
制
化
し
ま
し

た
。「
子
ど
も
ポ
ル
ノ
は
絶
対
認
め

Z
ero
T
olerance

ら
れ
な
い
」（      
        
）

を
徹
底
し
よ
う
と
い
う
の
が
今
や
世

界
の
流
れ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
早
く

与
野
党
が
歩
み
寄
り
、
今
国
会
で
法

改
正
を
実
現
さ
せ
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。 

東
京
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

坂
口
和
子

「
児
童
買
春
・
児
童
ポ
ル
ノ
禁
止
法
」

の
１
日
も
早
い
改
正
を
！
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　２００８年大阪YWCAは創立９０周年を迎え、在籍

５１年の感謝状をいただいた。その中に「平和、平

和、遠くにいるものにも、近くにいるものにも」

（イザヤ書５７章１９節）が書かれている。

　１９６８年の世界会員日のテーマは「人種差別と

偏見」であった。アメリカの「黒人差別問題」か

ら、日本における朝鮮・韓国、被差別部落、沖縄、

原爆被爆者など問題の多いことを知り学習を続け

た。

　「日本人にとって沖縄とは何か」を自分の問題

として受け止め、７１年占領下の沖縄にパスポート

と寝袋を持ち、高校生１０人を含む１８人で、神戸か

ら船で渡る１０日間の旅をした。まだ戦時中の傷痕

をまざまざと残す沖縄の姿を目のあたりにして、

いい加減な気持ちでは再び訪れることが出来ない

重い経験をした。これが今日まで、私が平和に

関っている原点となった。

　長年のYWCA生活では、多くの優れた先達・

友人を与えられ、教えられ、育てられた。中でも

「憲法９条の会・関西」代表世話人や「思いやり

予算訴訟原告団」代表を務められた故松井義子さ

んとの出会いは、大阪Yが外部団体と連帯する

きっかけとなり、今も共に働けるのを喜んでいる。

平良修先生には、相手を見て自分の立場を考える

ことを教わった。映画「Marins Go Home」の中

で平良悦美さんを発見、日本Y・大阪Y紙及び一

般紙でも、先生ご一家が長期間身体を張って、基

地移転に名を借りた、新たな最新鋭の基地の建設

を阻止しておられるのを知った。

　ここ数年憲法９条が危くて何としても守り抜か

ねばと微力をつくしてきた。しかし、今９条と対

局にある安保条約の重みを軽くし、基地闘争など

しなくてよい日が来るよう、努力したいと切に

願っている。 大阪YWCA　立身富子

My Story
　Her Story

　
「
日
本
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

年
史
」
を
読
ん
で
い
る
と
、
先
輩
た
ち
の
後
姿
は
、
休
ま
ず
に
種
を
蒔
く
人
の
ご

１００

と
く
見
え
る
。
使
徒
パ
ウ
ロ
は
、
惜
し
ま
ず
に
蒔
く
な
ら
収
穫
の
時
、
借
り
入
れ
が
豊
か
に
な
る
と
、
献

金
を
奨
励
し
て
い
る
。
神
様
の
方
程
式
で
は
、
惜
し
ま
ず
に
献
げ
る
、
豊
か
な
刈
り
入
れ
が
あ
る
、
次
に

蒔
く
種
は
増
え
る
、
と
い
う
具
合
に
、
献
げ
る
と
増
え
て
満
た
さ
れ
、
ま
た
増
え
る
と
い
う
。
な
ぜ
な
ら
、

喜
ん
で
与
え
る
人
を
神
は
愛
し
て
く
だ
さ
る
か
ら
（
９
章
７
節
）。
人
は
す
ぐ
に
自
分
の
持
っ
て
い
る
も

の
を
献
げ
る
こ
と
を
惜
し
む
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
何
の
見
返
り
も
求
め
ず
惜
し
ま
ず
に
、
そ
の
命
を

私
た
ち
の
た
め
、
十
字
架
に
献
げ
ら
れ
た
。
神
は
そ
の
独
り
子
を
お
与
え
に
な
っ
た
ほ
ど
に
世
を
愛
さ
れ

た
（
ヨ
ハ
ネ
３
章　

節
）。
こ
の
愛
に
生
か
さ
れ
応
え
る
者
と
し
て
、
先
輩
た
ち
は
惜
し
ま
ず
種
を
蒔
く

１６

ご
と
く
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
献
げ
て
来
た
の
だ
ろ
う
。
慈
し
み
が
結
ぶ
実
と
は
、
目
で
は
見
え
な
い

霊
的
な
幸
福
と
物
質
的
な
恩
恵
の
両
方
の
こ
と
。
惜
し
ま
ず
に
献
げ
る
と
き
、
主
が
豊
か
に
し
て
く
だ
さ

る
。 

榮
ま
り
子
（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
無
任
所
補
教
師
・
札
幌
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
会
員
）

「
種
を
蒔
く
人
に
種
を
与
え
、
パ
ン
を
糧
と
し
て
お
与
え
に
な
る
方
は
、

あ
な
た
方
に
種
を
与
え
て
、
そ
れ
を
増
や
し
、
あ
な
た
方
の
慈
し
み
が
結

ぶ
実
を
成
長
さ
せ
て
く
だ
さ
い
ま
す
」。

 

（
コ
リ
ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙
２
、
９
章　

節
）

１０

　

高
齢
者
虐
待
防
止
法
が
施
行
さ
れ

て
、
早
い
も
の
で
３
年
近
く
に
な
ろ

う
と
し
て
い
る
。

　

厚
労
省
老
健
局
は
、
今
後
よ
り
効

果
的
な
防
止
施
策
の
検
討
を
行
う
た

め
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
毎
年
高
齢
者
の
虐
待
防
止

行
政
の
責
任
主
体
で
あ
る
市
町
村
や

各
県
の
協
力
を
得
て
、
全
国
的
な
対

応
状
況
の
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
昨
年　

月
に
公
表
さ
れ
た

１０

　

年
度
の
調
査
結
果
を
中
心
に
現
状

１９を
み
よ
う
。

●

　

ま
ず
ど
の
国
も
高
齢
者
人
口
の　
９５

％
が
家
庭
で
生
活
し
て
い
る
点
か
ら

家
庭
内
虐
待
の
状
況
で
は
、
虐
待
件

数
は
１
万
３
２
７
３
件
で　

歳
以
上

６５

の
被
虐
待
高
齢
者
の
発
生
率
は
０
・

　

％
と
な
る
。
こ
の
点
外
国
で
は
推

０５計
数
で
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
の
１
・

２
％
（　

歳
以
上
の　

万
１
０
０
０

６０

５５

人
、
１
９
９
８
年
）、
イ
ギ
リ
ス
の

４
・
０
％
（　

歳
以
上　

万
２
４
０

６６

３４

０
人
、
２
０
０
７
年
）、
カ
ナ
ダ
の

４
・
０
％
（　

歳
以
上　

万
８
０
０

６５

１６

０
人
、
２
０
０
５
年
）
の
発
生
率
と

な
っ
て
お
り
、
な
ぜ
日
本
の
虐
待
発

現
率
が
低
い
の
か
今
後
の
研
究
課
題

で
あ
る
。
ま
た
虐
待
の
種
類
別
状
況

で
は
、
日
本
の
場
合
身
体
的
虐
待
が

　

・
７
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
心

６３理
的
虐
待　

・
３
％
、
ネ
グ
レ
ク
ト

３８

　

・
０
％
、
経
済
的
虐
待　

・
８
％

２８

２５

等
の
順
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、

外
国
で
は
ネ
グ
レ
ク
ト
が
最
も
多
く
、

身
体
的
虐
待
は
３
〜
４
位
と
低
い
状

況
に
あ
る
。
社
会
文
化
的
及
び
経
済

的
状
況
が
異
な
る
た
め
虐
待
構
造
に

差
が
あ
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
そ

れ
に
し
て
も
日
本
は
暴
力
偏
重
型
と

な
っ
て
い
る
。

　

虐
待
を
受
け
る
高
齢
者
は
、
男
性

よ
り
も
女
性
の
方
が
多
く
、
年
齢
で

は　

歳
台
が
最
も
多
く
、
健
康
な
者

８０
よ
り
も
介
護
を
必
要
と
し
て
い
る
者

が
特
徴
的
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
虐
待
者
側
の
状
況
を
み
る
と
、

日
本
で
は　

％
以
上
が
成
人
子
を
中

９５

心
と
す
る
親
属
で
あ
る
の
に
対
し
、

外
国
で
は
配
偶
者
や
親
族
が
中
心
で

あ
る
が
、
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
や
友
人
・

知
人
等
の
割
合
が　

％
以
上
を
占
め

１０

て
い
る
点
に
違
い
が
み
ら
れ
る
。

　

一
方
施
設
や
介
護
事
業
所
等
で
働

く
従
事
者
に
よ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
へ
の
虐
待
状
況
を
み
る
と
、
市

町
村
等
に
通
報
が
あ
っ
た
件
数
は　
３７９

件
で
、
そ
の
う
ち
市
町
村
や
県
で
確

認
さ
れ
た
虐
待
件
数
は　

件
で
あ
っ

６２

た
。
虐
待
が
発
生
し
た
場
所
別
で
は
、

認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が　

・
６

３０

％
、
特
養
ホ
ー
ム　

・
４
％
、
老
健

２７

施
設　

・
５
％
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム

１４

　

・
３
％
等
と
入
所
施
設
が
全
体
の

１１
　

・
２
％
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
虐

９５待
者
は
日
夜
高
齢
者
の
介
護
に
従
事

し
て
い
る
介
護
職
員
が　

・
１
％
を

８４

占
め
て
い
る
。

　

虐
待
を
受
け
た
高
齢
者
は
、
女
性

が
約
８
割
、
年
齢
別
で
は　

歳
以
上

７５

の
者
が
全
体
の　

％
を
占
め
、
要
介

７５

護
度
区
分
別
で
は
要
介
護
３
以
上
が

８
割
を
占
め
て
い
る
。
平
成　

年
に

１８

認
知
症
介
護
研
究
研
修
仙
台
セ
ン

タ
ー
の
施
設
内
虐
待
の
調
査
で
は
、

職
員
側
が
虐
待
と
思
わ
れ
る
と
判
断

し
た
件
数
は　

件
で
あ
っ
た
が
、
市

４９８

町
村
等
に
通
報
し
た
の
は
、
わ
ず
か

　

件
で
あ
っ
た
。

５４
　

国
内
の
み
な
ら
ず
外
国
で
も
虐
待

を
通
報
す
る
こ
と
に
躊
躇
す
る
傾
向

が
強
く
、
ア
メ
リ
カ
で
は
１
９
８
７

年
に
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
改
革
法
を

作
り
、
入
居
者
に
７
種
の
権
利
を
保

障
し
て
い
る
。

●

　

さ
て
虐
待
防
止
法
が
制
定
さ
れ
３

年
目
を
迎
え
て
い
る
が
、
全
国
市
町

村
１
８
１
６
団
体
の
虐
待
対
応
体
制

の
整
備
や
虐
待
と
向
き
合
う
各
種
職

員
の
研
修
は
不
十
分
で
あ
り
、
国
段

階
で
も
調
査
資
料
の
詳
細
な
分
析
や

虐
待
を
主
要
因
と
す
る
介
護
殺
人
・

無
理
心
中
等
の
解
明
の
た
め
の
検
討

会
の
設
置
等
、
多
く
の
課
題
が
待
っ

て
い
る
。

田
中
荘
司
（
日
本
大
学
客
員
教
授
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
高
齢
者
虐
待
防
止

セ
ン
タ
ー
理
事
長
）

　
「
ル
ミ
ネ
」
は
子
ど
も
買
春
を

テ
ー
マ
に
活
動
を
し
て
い
る
名
古
屋

Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の
グ
ル
ー
プ
で
す
。
子
ど

も
買
春
だ
け
で
な
く
、
ス
ト
リ
ー
ト

チ
ル
ド
レ
ン
・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
・

子
ど
も
の
権
利
・
人
身
売
買
・
貧
困

と
い
う
テ
ー
マ
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
起
き
て
い
る
子
ど
も
買
春
を
私

た
ち
の
力
で
す
ぐ
に
止
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、

次
世
代
を
担
う
若
者
に
伝
え
て
い
く

こ
と
で
、
将
来
起
き
る
可
能
性
の
あ

る
問
題
を
防
ぎ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
「
ル
ミ
ネ
」
が
子
ど
も
買
春
に
取

り
組
む
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
な
が
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
を
扱
う
の
は
、

こ
れ
ら
の
問
題
が
お
互
い
に
関
連
し

て
い
る
か
ら
で
す
。
た
と
え
ば
、
人

身
売
買
や
子
ど
も
買
春
の
背
景
に
は

貧
困
や
経
済
格
差
の
問
題
が
あ
り
、

そ
し
て
子
ど
も
ポ
ル
ノ
に
つ
い
て
も

同
じ
こ
と
が
言
え
ま
す
。
さ
ら
に
子

ど
も
の
性
を
売
買
す
る
こ
と
か
ら
、

子
ど
も
ポ
ル
ノ
は
、
子
ど
も
た
ち
か

ら
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
く
権
利
を

奪
う
と
い
う
点
か
ら
も
、
子
ど
も
買

春
と
共
通
し
て
い
る
と
も
言
え
ま
す
。

　
「
ル
ミ
ネ
」
が
毎
回
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

は
、
子
ど
も
買
春
な
ど
の
問
題
に
巻

き
込
ま
れ
る
子
ど
も
た
ち
を
「
弱
者

だ
か
ら
助
け
な
い
と
い
け
な
い
」
と

い
う
視
点
で
と
ら
え
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。「
も
し
彼
ら
に
起
き
て
い

る
よ
う
な
こ
と
が
、
あ
な
た
の
大
切

な
友
人
や
家
族
に
起
き
て
い
た
ら
ど

う
す
る
？
」
と
い
う
対
等
な
立
場
か

ら
考
え
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。

　

買
春
と
い
う
テ
ー
マ
を
扱
う
の
で
、

性
と
い
う
と
て
も
デ
リ
ケ
ー
ト
な
領

域
に
も
踏
み
込
む
こ
と
に
も
な
り
ま

す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
場
に
お
い

て
は
、
参
加
者
の
意
見
を
尊
重
す
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
子
ど
も
買
春
と

い
う
重
く
な
り
が
ち
な
テ
ー
マ
を
参

加
者
に
主
体
的
に
考
え
て
も
ら
え
る

よ
う
に
、
て
い
ね
い
な
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
や
話
し
や
す
い
雰
囲
気
づ
く
り
と

い
っ
た
手
法
に
も
工
夫
を
凝
ら
し
て

い
ま
す
。

　

ル
ミ
ネ
の
メ
ン
バ
ー
構
成
は
高
校

生
・
大
学
生
・
社
会
人
と
多
様
で
す

が
、　

代
後
半
か
ら　

代
の
メ
ン

１０

２０

バ
ー
が
多
く
、
若
者
の
視
点
を
大
切

に
し
て
活
動
を
進
め
て
い
ま

す
。
ル
ミ
ネ
の
メ
ン
バ
ー
の

お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ
は
、
子

ど
も
買
春
を
扱
う
グ
ル
ー
プ

に
所
属
し
な
が
ら
も
、
そ
れ

以
外
の
分
野
で
も
ア
ク
テ
ィ

ブ
に
活
動
し
て
い
る
個
性
的

な
メ
ン
バ
ー
が
多
い
と
い
う

と
こ
ろ
で
す
。
メ
ン
バ
ー
そ

れ
ぞ
れ
の
社
会
に
対
す
る
問

題
意
識
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
ア
イ
デ
ィ
ア
の
種
と
な
る

こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

と
し
て
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に

努
め
た
り
な
ど
、
お
互
い
を

高
め
合
う
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
３
月　

日
に
名
古
屋
Ｙ

１４

Ｗ
Ｃ
Ａ
で
行
う
、「
子
ど
も
買
春
と

貧
困
」
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
向
け

て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
メ
ン

バ
ー
に
は
受
験
や
就
職
活
動
に
並
行

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
学
生
も
多
い

の
で
す
が
、
そ
の
時
々
で
参
加
で
き

る
メ
ン
バ
ー
で
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
活

動
し
て
い
ま
す
。
今
後
は　

代
か
ら

１０

　

代
の
メ
ン
バ
ー
を
増
や
し
、
さ
ま

２０ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 
名
古
屋
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　
 
柳 　
 
知 
� 
 　
 

ゆ 

じ 
よ
ん

子
ど
も
た
ち
か
ら　

自
分
ら
し
く

生
き
て
い
く
権
利
を
奪
わ
な
い
で
！

高
齢
者
へ
の
虐
待

　

現
状
と
課
題


